































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日蓮が法華経の行者であることを信ぜよと求め︑自身を用いず迫害をなす日本国一同には頭破七分の現証があること︑したがってこの現証 よくみ︑ 日蓮 勧信 ている︒
③の文が具に引用されるのは先引の如く﹃法蓮鈔﹄においてであ
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迦仏の命をも助けることにな とあり︑法華経の行者である日蓮と法華経︑そして釈尊の三者が一体のものとして捉えられていることが窺える︒日蓮聖人が法華経の声︑釈迦仏 命を繋ぐ者であり︑それを繋ぐ者がいなければ法華経も釈尊の命もなくなっ しまう︑たとえあってもなきに等しくなるという である︒
これは日蓮聖人の仏教観・法華経観の一つの特色を示すもので
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塩田義遜稿 ﹁大曼荼羅儀相の研究﹂ ︵ 棲神﹄ 第二二号︑ 一九三七年︶ ︑












山上弘道稿﹁日蓮大聖人の思想︵六︶ ﹂ ︵ ﹃興風﹄第一六号︑二〇〇






















































塩田義遜稿 ﹁大曼荼羅儀相の研究﹂ ︵ 棲神﹄ 第二二号︑ 一九三七年︶ ︑












山上弘道稿﹁日蓮大聖人の思想︵六︶ ﹂ ︵ ﹃興風﹄第一六号︑二〇〇


















































































































て﹂ ︵松村壽巖先生古稀記念論文集 日蓮教学教団史の諸問題﹄山喜房仏書林︑二〇一四年︶ ︑同稿﹁日蓮聖人大曼荼羅における﹁讃文﹂の意義について﹂ ︵ ﹃大崎学報﹄第一七〇号 二〇一四年︶ ︒論文のタイトルに表れているように︑ ﹁仏滅後二千二百二十 三十︶ 余年﹂ 云々 文を ﹁讃文﹂ ︑その他の経疏の文を﹁経文・釈文﹂ して分別し︑両者は異なる要素を持つものであって︑ ﹁普遍的なる法を︑門下・檀越 般へ︑しも当代を含む末法のみならず未来 わたって伝え 救済する意思を表明する一文である﹂ ︵ ﹃日蓮教学教団史の諸問題﹄九五頁︶ ﹁讃文﹂に対して︑ ﹁経文・釈文 は﹁当代 門下・檀越に対するより時宜的・個別的︑具体的な信仰指導の意味 担っていた﹂ ︵同書九六頁︶ 論じ︑ ﹁経文釈文﹂が記された理由は︑ ﹁第一 ︑日蓮がその門下 檀越に対して要求する法華信仰への勧奨︑あるいは信仰上 心構えであり︑第二 は︑日蓮は大曼荼羅を門下︑檀越に﹁本尊﹂として授与するにあたって︑これに﹁守護﹂や﹁祈願﹂の意味を持たしめていたこと﹂ ︵右同︶ この二点を指摘している︒
︵
10︶　
拙稿﹁ ﹃観心本尊抄﹄所説の﹁一尊四士﹂考﹂ ︵ ﹃大崎学報﹄第一七
一号︑二〇一五年︶ おい ︑日蓮聖人の本尊義 は礼拝の対象としての本尊とともに︑その本尊を自ら主体化していくという 義のあ
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究所紀要﹄第四一号︑二〇一四年︶ ︒本稿で着目したように 曾存の始顕本尊にも②の経文が記され いる︒
日蓮聖人の檀越における本尊義の実践︵桑名︶
一四
はその代表者でもあり︑ ﹃開目抄﹄や﹃祈祷鈔﹄等に説かれる法華経の行者守護 必然性は︑みな自身成仏の大恩の法華経に対して如何にその恩に報いるかという︑知恩報恩の事例であるといえる︒常住の浄土である大曼荼羅世界に包摂された諸尊はこのように︑法華経の命を繋ぎそして活現していくという永遠の法華経世界に位置付けられることに︑絶対の安心があるもの 考えられる︒日蓮聖人遺文の引用は︑立正大学日蓮教学研究所編﹃昭和定本日蓮聖
人遺文﹄改訂増補版︑ 総本山身延久遠寺発行︵ ﹃昭定﹄と略記︶によった︒数字は同書のものである︒引用する遺文は︑ 真蹟現存遺文︑ 真蹟曾存遺文︑真蹟断片現存遺文︑真蹟断簡現存遺文︑直弟写本が存在する遺文に限った︒また︑真蹟現存の有無などを︑左記の記号で頁数の下に記した︒
Ａ
　
真蹟現存遺文︵完存もしくは︑ほぼ完存︶
Ｂ
　
真蹟曾存遺文
Ｃ
　
真蹟断片現
本論文は︑日本印度学仏教学会第六十九回学術大会︵平成三十年九月二
日
　
於東洋大学︶において発表した﹁日蓮図顕の大曼荼羅
 ︱
讃文につい
ての一考察
︱
﹂について︑さらに具体的な論述を展開したものである︒
同発表は﹃印度学仏教学研究﹄へ投稿したが︑厳しい字数制限があるため︑十分な意を尽くすことができなかった︒そこでこれまでの一連の研究との関連の中において論題を改め︑本誌に掲載させて頂いた︒
︿キーワード﹀
法華経の行者︑こころみ︑信行実践︑護法︑現証︑仏種︑安心︑成仏
